
 皆さま、本日はお忙しい中、ご参加いただき誠にありがとうございます。取締役専務執行役員の古
宮です。

 私からは、あるべき姿の実現に向けてというテーマで、当社グループのESGの取り組みについてお
話させていただきます。

 次のページをご覧ください。



 私からは４点お伝えします。1つ目は、当社グループのESG経営について、2点目以降は、具体的な
取り組みについてご説明させていただきます。

 次のページをご覧ください。



 こちらは経営理念体系をあらわしたものです。

 当社グループは、従業員一人ひとりが常に立ち返るべき拠り所である、3つのおこない「誠実」、「
成長と進化」、「地域を元気に」のもと、「あるべき姿」の実現に向けて、各種事業に取り組んで
います。

 当社グループの「あるべき姿」には、私たちが、九州を元気にしていく、さらに、九州から日本、
そしてアジアに向けて元気を発信していくという思いが込められています。当社グループは、「あ
るべき姿」のもと、長期的かつ持続的な価値を追求することで、持続可能な社会の実現に貢献して
いきます。

 次のページをご覧ください。



 当社グループでは、マテリアリティを「JR九州グループが常に考えるべきこと」と定義し、「社会
にとっての重要性」と「JR九州グループにとっての重要性」の観点で議論し、３つのカテゴリーに
整理しています。

 株主・投資家をはじめとするステークホルダーの皆さまとの対話によりいただいたマテリアリティ
に関するご意見は、取締役会に報告しております。

 取締役からは、気候変動への対応やコロナ禍における従業員の健康に対する重要性が増していると
いった意見などがあがっています。

 また、一部の投資家より「マテリアリティの数が多すぎるのではないか」「KPIが不足している」と
いったご意見もいただいており、この点も含めて議論をしているところです。

 次のページをご覧ください。



 ESG経営の推進体制についてです。

 2019年11月に設立した「ESG戦略委員会」は、ESG経営を推進していくための審議機関です。社外
取締役もオブザーバーとして出席しており、グローバル視点やバックキャスティング思考の重要性
、開示情報のあり方などについて、ご意見をいただいています。

 2021年8月には、気候変動をはじめとする環境問題への対応をESG経営として推進するために、従
来の環境に関する委員会をESG戦略委員会に統合し、環境マネジメント体制の強化を図っています
。

 また、合わせて、環境、社会についての専門部会も立ち上げました。10月に開催した社会専門部会
では、統合報告書や評価機関対応に関する課題の共有、今後の人権の取り組みなどについて議論し
、その内容についてはESG戦略委員会に報告しています。

 次のページをご覧ください。



 健全な企業経営に向けた取り組みとして、ガバナンスの変遷をご説明します。

 当社は、2018年6月より監査等委員会設置会社に移行するとともに、執行役員制度を導入していま
す。

 現在、取締役会の過半数が独立社外取締役であり、女性取締役の割合も20％となっています。各分
野に知見のある独立社外取締役が有する多様な経験や専門性に基づき、より一層、取締役会での議
論が深められています。

 また、指名・報酬諮問委員会においても、委員会の実効性の更なる向上を目的としスリム化を図る
など、ガバナンスの強化に努めております。

 次のページをご覧ください。



 取締役会の実効性評価についてご説明します。

 当社は、取締役会の実効性の確保が中長期的な企業価値向上につながると認識しており、継続して
実効性評価を実施しています。

 前回の実効性評価で認識された課題に対する主な進捗として、指名・報酬諮問委員会における議論
の上、後継者計画を策定しました。

 また、新たに認識されたものとしては、ESGに関して知見のある社外取締役の増員によりESGの情
報等の開示がさらに適時適切になったことが確認されています。

 新たな課題として、取締役会における中長期的な戦略に関する議論の一層の充実があります。これ
を受け、次期中期経営計画の策定については、協議事項として取締役会に複数回付議するなどして
、議論の充実を図っております。

 次のページをご覧ください。



 「取引先の皆さま」と一緒になった取り組みについてご説明します。

 当社は、取引先の皆さまとともに持続可能な社会の実現を目指していきたいと考えており、取引先
さまに当社の調達方針に対するご理解と取り組みに対するご協力をお願いしています。

 具体的には、鉄道資材調達先の皆さまを対象に、説明会の開催や、ヒアリングまたはアンケートを
通じた取り組み状況の確認を行っています。説明会では、取引先の皆さまとのコミュニケーション
を図るとともに、外部講師を招いた勉強会を開催するなどにより、ESGに関する理解を深めていた
だいています。

 次のページをご覧ください。



 持続可能な社会の実現についてです。

 まずは、環境問題への対応、とりわけ気候変動対応についてご説明します。

 当社では、2021年2月にTCFD提言への賛同表明及びシナリオ分析を含む情報開示を行っています。
また、合わせて当社グループとして2050年CO₂排出量実質ゼロを目指すことを宣言しました。加え
て、2021年8月には、当社の2030年の中間目標として、2013年比で50％削減することを表明して
います。

 現在は「コストを抑え排出量を削減する」守りの視点と「新たな収益を生み出す」攻めの視点を踏
まえて、2050年CO₂排出量実質ゼロに向けたロードマップを策定中です。

 次のページをご覧ください。



 具体的な取り組み事例をいくつかご紹介します。

 現在建設中の新社員研修センターでは、BELSにおいて最高評価の5つ星を取得、ZEB Readyの認定
を受けております。

 桜十字グループとの共同開発による福岡市の簀子（すのこ）小学校跡地活用事業では、地域・行
政・事業者による「ずっと住み続けられる安全安心なまちづくり」の実現を目指しており、環境負
荷低減の取組みとしても、ZEB oriented 相当の基準を確保し、CASBEE福岡の A ランクの取得を目
指した開発を行います。

 長崎駅開発においても、断熱性向上や緑化推進による建物熱負荷の低減や、高効率設備導入による
環境負荷を軽減しています。

 また、鉄道部門では、引き続き省エネ車両を導入し、効率的なエネルギーの利用に努めています。

 次のページをご覧ください。



 持続可能な社会の実現として、地域社会への貢献であり、社会的価値の創出である「地域を元気に
」について、ご紹介します。

 私たちは、九州の元気をつくる企業グループであるという強い思いを持って事業に取り組んでいま
す。

 会社発足以来、強靭な鉄道づくりの実現に向けて着実に取り組むとともに、グループの総合力を活
かして様々な事業を通じたまちづくりを積極的に推進してきました。その中心には、「地域を元気
にしたい」という変わらぬ思いがあります。

 度重なる自然災害に見舞われても、その度に、地域の皆さまと一緒にその困難を乗り越えて、地域
のにぎわいをつくってきました。

 九州という地域に根差し、地域とともに成長してきた当社グループにとって、「地域の元気」＝「
JR九州グループの元気」であり、地域の持続的な発展が、当社グループの持続的な成長につながる
と考えます。

 次のページをご覧ください。



 こちらは、統合報告書でお示しした、当社グループの価値創造プロセスです。

 あるべき姿の実現に向けた道のりでは、経営資源である人的資本等を最大限活かし、事業を運営し
ていきます。

 次のページをご覧ください。



 こちらでもお示しした通り、ななつ星やD&S列車の運行による九州のブランド価値向上や住みたい
・働きたい・訪れたいまちづくりを通した雇用・定住人口・交流人口の拡大は、当社グループが創
り出す「社会的価値」であると考えています。

 つまり、当社グループにとって「地域を元気に」することは、地域貢献活動ではなく、事業活動そ
のものであり、社会的価値を創造するものです。

 次のページをご覧ください。



 今年度に入ってすぐに発表した地域特化型ファンドは、「九州を元気に」するための新たな取り組
みで、資金提供に加え、私たちの強みを活かした経営改善により、コロナ禍の影響や事業承継とい
った課題を抱える地元企業の成長を支援するものです。

 また、地域の元気をつくるという観点では、交通事業者共通の問題である人口減少による利用人員
の減少や労働力不足などの問題を抱える中、持続可能なモビリティサービスの構築は長期的な課題
であり、その中でもMaaSの果たす役割は大きいと考えています。

 次のページをご覧ください。



 最後に、マテリアリティとして掲げている当社グループの価値創造の源泉についてご紹介します。

 安全とサービスはJR九州グループのすべての事業の基盤として、変わることなく大切にすべきもの
です。

 会社発足以来、鉄道輸送の最大の使命である安全の確保に努め、すべての事業において安全を最優
先させるとともに、お客さまの声に耳を傾けながらサービスの向上に取り組み、お客さま満足を追
求し続けてきました。

 そのDNAを受け継ぐ人材をつくることは、すべての事業の根幹であると考えています。

 ここでは、人づくりの観点から、安全とサービスの取り組みについて、ご紹介させていただきま
す。

 次のページをご覧ください。



 まず、安全についてです。

 安全は鉄道事業の課題ものだと思われがちですが、当社グループの全ての事業に共通した価値創造
の源泉です。

 当社では、“安全はあるものではなく、つくりあげていくもの”と考えています。これには、安全は、
自らが主体となってつくるものという意味が込められています。

 「安全に関する社員の声」は、経営会議等に報告され、報告した従業員を表彰する制度もありま
す。

 次のページをご覧ください。



 サービスについてです。

 当社では、お客さまの声に耳を傾け、関心やご不満を把握し、迅速なサービス改善に努めています。

 「ご意見・ご要望」は内容と対策が経営会議に報告され、従業員同士がお互いに褒め合うことで働き
甲斐を創出する取り組みも行っています。

 次のページをご覧ください。



 日々の業務において「おこない」を実践し、その積み重ねが、経営参画意識や互いを認め合う心、
自ら考え、自ら行動するといった人づくりの基盤につながっています。本日はそれをお伝したいと
考え、安全とサービスの取り組みについて、人づくりの観点からお話させていただきました。

 次のページをご覧ください。



 今後も、従業員一人ひとりが常に立ち返るべき拠り所である、３つのおこないが原動力となり、「
あるべき姿」の実現に向けて、長期的かつ持続的な価値を追求し、持続可能な社会の実現に貢献し
ていきたいと考えています。

 以上で説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。

 この後、「地域を元気に」「人づくり」について、執行役員より詳しくご説明をさせていただきま
す。よろしくお願いします。


